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一
新
世
界
植
民
活
動
に
関
す
る
資
料
一

近

藤

仁

之

　
前
回
の
「
近
世
期
人
口
編
」
に
続
い
て
、
今
回
は
「
新
世
界
植
民
活
動
」

に
関
す
る
研
究
文
献
の
解
題
を
意
図
す
る
が
、
そ
れ
と
雷
う
の
も
、
こ
れ
は

ス
ペ
イ
ン
本
国
史
研
究
者
の
み
な
ら
ず
中
南
米
研
究
者
に
も
君
過
し
が
た
い

史
的
意
義
を
持
つ
画
期
的
事
象
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
解
説
に
あ
た
っ

て
、
本
稿
の
執
説
得
任
者
は
、
そ
の
専
攻
上
、
社
会
経
済
面
に
専
ら
紙
葉
を

割
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
主
題
に
関
し
て
も
隣
接
諸
科
学
と
の
協
調
的
発

展
が
渇
望
さ
れ
、
そ
う
し
た
多
角
的
考
察
の
進
捗
に
本
稿
が
一
灯
と
な
れ
ば

筆
者
の
甚
び
は
ま
さ
に
望
外
で
あ
る
。

　
楽
観
論
と
悲
観
論

　
新
世
界
植
民
活
動
の
実
態
に
関
す
る
最
近
の
統
計
的
研
究
業
績
に
論
及
す

る
以
前
に
、
問
題
の
所
在
を
明
示
す
る
た
め
、
本
国
人
口
趨
勢
と
の
関
聯
に

お
い
て
予
め
念
頭
に
置
く
べ
き
は
、
当
時
ま
た
近
時
の
関
係
論
稿
中
に
見
ら

れ
る
悲
観
論
と
楽
観
論
と
の
歴
然
た
る
対
立
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
勺
．
舅
Φ
讐
鉢
巳
Φ
N
堵
ρ
＜
勲
肩
Φ
富
は
、
　
一
七
世
紀
初
頭
の
「
モ
リ
ス
コ
追

放
」
　
（
次
稿
参
照
）
に
次
ぐ
人
口
減
少
促
進
要
因
と
し
て
新
世
界
移
住
を
挙

げ
、
「
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
の
人
口
減
少
を
促
す
第
二
要
図
は
、
低
地
諸
邦
に
お

け
る
長
期
戦
戦
没
者
、
イ
タ
リ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
守
備
担
当
者
、
我
々
の
不

覚
か
ら
奴
隷
・
捕
囚
の
憂
き
目
に
あ
る
者
、
自
発
的
な
ロ
ー
マ
居
住
者
達
も

少
く
な
い
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
発
見
征
服
し
た
新
世
界
の
植
民
に
カ
ス
テ
ィ

リ
ャ
を
去
る
多
数
の
移
賢
者
で
あ
り
、
陸
上
海
上
の
職
務
に
適
し
た
四
〇
、

○
○
○
を
越
え
る
人
達
が
毎
年
雄
翻
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
っ
て
、
そ
の

う
ち
母
国
に
戻
る
者
、
結
婚
し
て
育
児
に
資
す
者
は
極
く
小
数
で
し
か
な
い
」
。

と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
｝
o
。
。
ひ
q
鉱
0
9
ヨ
娼
濠
。
も
「
ス
ペ
イ
ン
の
人
口
と
聚
落
の
不
足
に
は
二
因

が
あ
り
、
そ
の
第
一
は
新
世
界
向
け
移
民
数
の
増
加
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
慎

重
な
計
算
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
は
毎
年
一
〇
、
○
○
○
人
に
達
す
る
の
で
あ

る
か
ら
特
別
の
注
意
に
価
す
る
。
…
…
慎
重
な
調
整
を
行
え
ば
、
彼
等
は
毎

年
一
四
、
0
0
0
人
を
上
廻
る
こ
と
が
解
り
、
こ
の
計
算
に
基
い
て
澗
題
を
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進
め
れ
ば
、
彼
等
は
婚
姻
を
通
じ
て
毎
年
最
低
八
、
○
○
○
人
の
子
供
を
儲

け
う
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
五
か
年
間
に
移
住
者
数
は
七
〇
、
○
○
○
人
、
儲

け
う
る
子
供
四
〇
、
○
○
○
人
、
会
計
、
一
一
〇
、
○
○
○
人
に
及
ぶ
も
の

と
算
定
さ
れ
る
」
と
論
ず
る
。

　
か
か
る
本
国
の
人
口
資
源
的
見
地
か
ら
の
移
民
流
出
に
対
す
る
阻
害
要
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

観
は
、
鑑
斜
嵩
①
一
〇
〇
一
ヨ
㊦
群
ρ
切
・
冒
。
ω
霧
な
ど
一
九
世
紀
後
半
の
歴
史
家

の
史
観
に
も
反
映
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
移
住
弊
害
論
者
の
挙
げ

る
数
字
は
、
大
概
、
史
料
豹
根
拠
を
欠
く
非
科
学
的
な
主
観
に
添
う
も
の
で
、

そ
の
低
い
儒
悪
度
は
も
は
や
贅
語
を
要
し
な
い
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し

か
し
、
留
意
す
べ
き
は
、
彼
等
の
主
張
自
体
は
謬
見
と
し
て
無
下
に
一
蹴
し

が
た
い
当
時
の
時
代
背
景
を
体
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
け
だ
し
、
一
七
世

紀
全
般
に
亙
る
当
国
国
勢
の
全
面
的
衰
微
の
一
局
面
と
し
て
観
察
さ
れ
た
あ
、

の
顕
著
な
人
口
減
少
、
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
政
治
担
豪
者
、
経
済
知
識
人

達
が
抱
い
た
危
機
意
識
の
論
理
的
帰
結
が
こ
の
移
住
弊
害
論
に
凝
結
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
移
住
運
動
を
有
害
視
せ
ず
、
そ
れ
を
国
民
生
活
の
窮
迫

と
人
口
減
少
と
の
緊
密
な
自
律
的
関
係
裡
に
算
え
る
O
巽
ひ
三
ヨ
。
幽
⑦
q
苧

　
　
⑤

室
『
冒
は
、
移
民
供
給
中
心
地
域
に
関
し
て
「
多
数
の
勢
望
が
あ
の
諸
地
域

（
ア
メ
リ
カ
）
に
異
る
諸
県
は
カ
ン
タ
ブ
リ
ア
、
ナ
バ
ラ
、
ア
ス
ト
ウ
リ
ア

ス
、
ブ
ル
ゴ
ス
山
岳
地
帯
、
ガ
リ
シ
ア
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ

れ
ら
は
ス
ペ
イ
ン
の
最
た
る
人
口
稠
密
地
域
、
他
方
、
ト
レ
ド
、
ラ
・
マ
ン

チ
ャ
、
グ
ワ
ダ
ラ
ハ
ラ
、
ク
エ
ソ
カ
、
ソ
リ
ア
、
セ
ゴ
ビ
ア
、
パ
リ
ャ
ド
リ
ー
、

サ
ラ
マ
ソ
カ
等
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
諸
県
出
身
の
西
印
度
渡
航
者
は
ご
く
小
数
に

留
ま
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
は
最
た
る
人
口
稀
薄
地
域
で
あ
る
」
と
言
明
す
る
。

こ
の
見
解
は
移
住
中
心
地
域
を
半
島
内
陸
部
で
は
な
く
、
北
部
沿
岸
地
帯
に

置
く
点
、
示
唆
に
窟
ん
で
特
に
興
味
深
い
が
、
こ
の
際
考
慮
す
べ
き
は
彼
の

論
述
の
時
期
が
一
八
世
紀
以
降
に
該
白
し
、
そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
、
近
世

後
期
に
顕
著
化
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
口
の
外
端
部
沿
岸
地
方
へ
の
遠
心
的
拡
散

傾
向
、
そ
の
結
果
北
部
臨
海
地
帯
で
起
こ
っ
た
稠
密
化
、
そ
の
自
然
的
発
露

と
し
て
の
同
地
帯
に
お
け
る
移
佳
活
動
の
激
化
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

る
。
こ
れ
は
り
三
ω
餌
O
器
珍
ρ
｝
・
諸
①
鞍
α
Φ
℃
弩
山
。
の
論
稿
か
ら
も
首

肯
さ
れ
る
自
明
の
現
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
こ
の
一
八
世
紀
の
人

口
配
分
図
と
一
六
世
紀
の
そ
れ
と
が
性
格
を
全
く
異
に
し
た
あ
の
歴
史
背
景
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
セ
　
タ

す
な
わ
ち
近
世
前
期
に
お
け
る
内
陸
部
高
原
地
方
へ
の
求
心
的
人
口
集
中
傾

向
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
（
前
稿
参
照
）
。

　
更
に
、
こ
の
移
住
中
心
地
域
に
つ
い
て
は
一
六
世
紀
に
関
し
て
も
論
は
分

か
れ
、
沿
岸
部
と
島
綬
地
域
の
重
要
性
を
説
く
嵐
巴
自
§
巴
。
蜜
ρ
。
餓
嘗
M

新
世
界
発
見
時
の
南
部
出
身
者
の
優
勢
さ
に
言
及
す
る
鍛
Φ
導
ρ
p
α
⑦
N
住
Φ

　
　
　
⑧

○
〈
δ
α
ρ
初
期
植
民
地
施
政
当
局
者
間
に
み
ら
れ
る
ア
ラ
ゴ
ン
系
首
脳
港
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

挙
げ
る
切
舞
8
ざ
§
伽
A
①
鐸
吻
O
霧
霧
”
、
バ
ス
ク
地
方
出
’
身
者
に
触
れ
る
135 （547）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

b3

z
霞
ω
胃
島
①
○
げ
お
α
q
9
等
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ク
ロ
ニ
入
江
達
の
記

述
に
み
ら
れ
る
極
度
の
混
乱
を
前
に
我
々
は
困
惑
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
飽
く
ま
で
も
時
間
的
、
場
所
的
に
限
ら
れ
た
見
聞
記
的

性
格
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
一
部
妥
当
性
に
対
す
る
配
慮
と
そ
の
限
ら
れ
た

信
連
度
に
関
す
る
深
慮
を
怠
ら
ぬ
限
り
、
こ
れ
ら
当
代
人
編
年
史
家
達
の
著

述
を
通
読
す
る
必
要
に
つ
い
て
は
今
更
論
ず
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
さ
て
、
国
・
禺
餌
菖
巽
は
、
一
六
世
紀
初
頭
の
西
印
度
向
け
移
住
開
始
期
に

関
す
る
限
り
、
労
働
力
の
実
際
的
減
少
が
な
か
っ
た
と
し
て
移
住
に
よ
る
人

的
損
失
を
軽
視
す
る
が
、
一
七
世
紀
初
頭
以
降
の
人
口
衰
微
期
を
論
じ
て
、

「
ア
メ
リ
カ
や
軍
隊
駐
留
地
向
け
の
移
住
を
累
ρ
〈
ρ
畦
¢
富
は
閉
か
に
過
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ル
テ
ス

評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
一
六
四
穴
年
の
議
会
が
、
ア
ン
ダ
ル

シ
ア
、
そ
の
他
の
地
域
か
ら
、
豊
国
で
の
審
判
訣
求
を
逃
れ
て
、
多
数
の
家

族
が
植
民
地
へ
移
住
し
て
い
る
と
考
え
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
移
住
が
本
質
的
に
垂
要
で
な
い
と
す
る
q
N
け
貧
冒
の
主
張
に
は
岡
恕
し
が

た
い
と
」
と
言
う
。
つ
ま
り
、
彼
は
人
口
減
少
期
（
一
七
世
紀
）
に
激
化
し

た
も
の
と
現
研
究
段
階
で
は
推
定
さ
れ
る
移
民
流
出
の
弊
害
を
認
め
る
の
に

吝
か
で
は
な
い
が
、
さ
り
と
て
、
極
度
の
誇
張
に
対
し
て
は
控
え
目
な
が
ら

批
判
的
態
度
を
保
持
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
下
帯
、
》
．
○
ぼ
ρ
置
に
よ
れ
ば
、
　
「
新
世
界
移
住
者
数
に
関
す
る
概
念
形

成
は
か
な
り
園
難
で
あ
る
。
円
・
綴
節
巨
窪
は
一
五
七
四
年
当
時
の
西
印
度
人

口
に
基
い
て
カ
ル
ロ
ス
五
世
治
下
の
年
閥
平
均
移
民
数
を
一
G
、
○
○
○
人

弱
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
仮
説
で
し

か
あ
り
え
な
い
。
移
焦
は
…
幽
幽
紀
に
ず
っ
と
増
大
し
た
と
思
わ
れ
る
。
…

…
こ
の
（
ク
謝
礼
ス
丸
払
の
）
誇
張
数
を
容
認
す
る
に
も
せ
よ
、
こ
の
西
印

度
移
住
が
ド
イ
ツ
王
家
治
下
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
人
口
衰
微
の
十
分
置
決
定

的
な
動
因
で
あ
っ
た
と
は
信
じ
が
た
く
、
そ
れ
は
多
種
諸
原
因
中
に
介
在
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
大
多
数
は
貧
困
を
逃
避
し
て
故
国
に
離
別
し
た

の
で
あ
っ
て
、
結
局
、
移
住
は
人
P
減
少
の
副
次
的
要
因
な
の
で
あ
る
」
。

つ
ま
り
、
彼
は
資
料
的
に
は
誇
張
に
満
ち
た
嶺
代
人
編
年
史
家
の
記
述
に
疑

念
を
抱
き
な
が
ら
も
、
そ
の
論
拠
を
依
然
と
し
て
そ
れ
ら
に
求
め
た
た
め
、

前
記
ド
イ
ツ
史
家
の
〃
仮
説
”
を
上
廻
る
移
民
数
を
暗
示
す
る
結
果
に
な
っ

た
の
で
あ
り
、
更
に
、
一
型
付
加
す
れ
ば
、
彼
の
論
旨
の
根
底
に
は
、
ハ
プ

ス
ブ
ル
グ
王
家
支
配
期
に
顕
著
な
壊
滅
的
ス
ペ
イ
ン
国
民
経
済
の
、
　
一
八
世

紀
開
始
後
、
す
な
わ
ち
、
ブ
ル
ボ
ン
王
家
に
よ
る
王
位
継
承
後
に
始
ま
る
繁

栄
へ
の
転
換
を
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ク
に
特
筆
し
よ
う
と
す
る
彼
の
フ
ラ
ン
ス
愛
国

心
が
、
特
に
論
文
糟
尾
に
、
明
瞭
に
酒
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
0
3

　
男
・
8
・
U
ρ
〈
δ
。
。
は
「
移
民
実
数
の
検
出
は
不
可
能
で
あ
る
。
堵
㊤
〈
9
員
簿
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
極
端
に
誤
っ
た
評
価
を
し
、
頓
暮
碧
冒
は
そ
れ
を
低
減
し
よ
う
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

そ
の
数
が
多
き
に
達
し
た
の
に
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
い
ひ
℃
o
N
伽
①
＜
匹
p
ω
o
o

の
言
明
に
よ
れ
ば
一
五
七
四
年
頃
新
世
界
に
三
二
、
0
0
0
世
帯
が
あ
っ
た
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と
ざ
れ
、
こ
れ
ら
の
数
値
が
正
し
い
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
程
早
い
時
期
に

お
い
て
す
ら
合
計
約
一
五
〇
、
○
○
○
の
ス
ペ
イ
ン
人
居
住
者
を
意
味
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
移
住
に
よ
る
本
国
の
年
間
損
失
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
」
と
言
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
人
史
家
は
実
質
的
に
は

囚
・
出
餌
げ
｝
巽
流
の
折
衷
的
な
移
住
弊
害
理
念
を
継
承
す
る
の
み
で
、
当
主

題
を
積
極
的
に
発
展
さ
せ
て
お
ら
ず
、
更
に
、
論
究
の
時
期
を
主
に
一
六
世

紀
に
置
き
な
が
ら
、
客
餌
く
霞
器
富
撹
判
に
つ
い
て
は
ま
だ
し
も
、
前
述
し

た
よ
う
に
暗
間
的
経
過
に
つ
れ
て
実
現
さ
れ
た
人
口
配
分
上
の
構
造
的
転
換

に
配
慮
せ
ず
、
一
八
世
紀
に
関
す
る
d
N
叶
貧
土
の
理
念
を
無
批
判
に
混
入
し

た
点
、
迂
潤
と
雷
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
移
佐
弊
害
論
、
悲
観
論
が
恰
も
主
流
を
な

す
か
の
ご
と
き
感
を
与
え
る
渦
中
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
・
日
・

　
　
　
　
㈲

国
麟
ヨ
ま
。
鵠
は
、
そ
の
「
価
格
革
命
」
　
（
別
稿
参
照
）
で
、
「
人
口
が
財
政

上
、
軍
事
上
の
理
由
か
ら
少
な
目
に
申
告
さ
れ
て
い
る
の
は
確
実
で
あ
り
、

各
地
の
住
民
数
は
増
大
し
て
い
て
、
西
印
度
移
住
に
よ
る
人
的
損
失
は
無
視

し
う
る
」
と
の
明
ら
か
に
対
照
的
な
移
住
無
害
楽
観
論
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
点
、
実
は
初
心
「
近
世
人
口
編
」
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
よ
う
や
く
定

説
化
の
段
階
に
ま
で
到
達
し
た
一
六
世
紀
全
般
に
亘
る
継
続
的
人
口
増
大
説

の
突
証
的
意
義
が
重
ね
て
再
認
さ
れ
、
こ
の
統
計
史
料
的
諸
業
績
と
の
比
較

関
連
裡
に
当
移
住
運
動
の
諾
否
を
問
え
ば
、
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
人
的
資
源
に

事
実
上
の
減
組
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
て
移
倥
弊
害
説
は
、
社

会
心
理
的
に
は
と
も
か
く
も
、
実
際
経
験
的
に
は
そ
の
理
論
的
妥
当
憔
を
喪

失
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
移
住
無
害
論
の
一
翼
と
し
て
忘
却
し
が
た
い
の
は
フ
ェ
リ
。
へ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

世
治
下
の
西
欧
（
地
響
海
）
社
会
を
広
角
的
に
観
察
す
る
司
・
当
室
＆
巴
の

理
念
で
あ
り
、
彼
に
よ
れ
ば
人
口
増
加
は
当
時
の
同
地
謬
論
会
に
共
通
な
現

象
で
あ
り
、
こ
の
人
口
圧
の
証
拠
の
一
つ
が
同
地
域
圏
外
へ
の
人
口
移
動
な

の
で
あ
っ
て
、
「
地
中
海
が
自
己
内
部
で
の
み
生
命
の
維
持
を
は
か
っ
た
と

仮
定
す
れ
ば
、
四
方
、
特
に
西
方
、
大
西
洋
に
面
す
る
門
戸
を
開
い
て
い
な

か
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
人
口
過
燗
と
い
う
火
問
題
を
何
等
か
の
適
当
な
方

法
で
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
乏
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
過
剰
部
分
を
、

そ
の
領
域
内
で
配
分
し
て
、
消
化
す
る
以
外
に
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」

　
結
局
、
移
住
悲
観
論
、
楽
観
論
の
い
ず
れ
が
よ
り
正
し
く
過
虫
の
経
験
的

事
実
に
剛
し
て
い
る
か
を
正
当
に
評
価
し
、
最
終
的
な
断
定
を
下
し
、
真
実

我
々
を
納
得
さ
せ
る
唯
一
の
方
法
な
い
し
根
拠
は
言
う
ま
で
も
な
く
史
料
統

計
的
実
証
研
究
を
措
い
て
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
行
論
申
で
示
さ

れ
る
ご
と
く
、
遺
憾
な
が
ら
よ
う
や
く
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
未
熟
な

現
段
階
で
は
、
多
数
の
問
題
点
が
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
旨
く
8
①
霧
く
貯
¢
ω
に
従
え
ば
、
「
移
住
者

に
関
す
る
解
答
は
い
ま
だ
開
確
で
は
な
い
。
『
西
印
度
綜
合
文
書
』
諺
容
旧
く
o
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際
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航
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数
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随
分
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な
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移
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の
乖
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明
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す
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ρ
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研
究
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記
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の
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あ
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こ
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味
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朔
旦
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近
時
の
実
証
的
研
究
業
績
に
そ
の
実
質
的
基
礎

を
求
め
て
お
り
、
こ
う
し
て
信
慧
度
が
著
し
く
高
め
ら
れ
た
の
は
否
定
し
が

た
い
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と
は
い
え
、
そ
れ
が
た
と
え
部
分
的
な
い
し
序
論
的
に
も
せ
よ
、
こ

の
言
明
を
上
廻
る
程
度
に
西
印
度
移
住
運
動
の
各
詳
細
部
が
多
面
的
．
に
解
明

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
ら
は
後
に
挙
げ
る
現
代
文
献
中
に
略
述
さ
れ
る
が
、

そ
れ
に
先
立
っ
て
、
当
問
題
の
解
明
に
資
す
る
資
料
と
し
て
殆
ん
ど
唯
一
の

原
史
料
『
西
印
度
綜
合
文
書
』
お
よ
び
幾
つ
か
の
編
纂
史
料
集
に
触
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
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窪
g
．
ω
屯
。
白
く
H
輯
8
ヨ
。
H
旧

ぱ
㊤
ω
山
切
お
（
b
d
。
σ
q
O
蘇
し
り
9
）

で
あ
る
が
、
U
囲
鋭
U
H
q
噛
U
H
鎖
》
日
は
い
ず
れ
も
移
住
植
民
活
動
プ
ロ
パ

．
1
の
資
料
集
で
は
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
帝
国
海
外
領
有
地
関
係
事
項
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

全
般
的
性
格
の
そ
れ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
利
用
者
は
全
巻
に
亘
っ
て
散
見

さ
れ
る
関
係
記
事
を
丹
念
に
渉
猟
せ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
例
え
ば
、

　
　
『
一
五
七
五
年
コ
ス
タ
リ
カ
征
服
に
総
督
ア
ル
テ
ィ
エ
ダ
と
同
行
せ
る
牛

糞
の
調
査
名
簿
』
　
（
合
計
三
二
九
名
）
、
　
、
．
図
Φ
首
魚
9
団
圃
一
の
3
鳥
①
鮮

σq

@
蓉
Φ
澹
。
露
σ
q
。
げ
・
諺
巴
。
H
o
一
。
σ
q
。
ロ
Φ
≧
薮
母
菌
奉
伊
㌶
。
。
㌣

ゆ
霧
3
仙
①
○
◎
ω
鍵
巳
8
（
鈴
獣
O
　
　
α
Φ
　
　
円
㎝
刈
α
）
．
．
u
H
鋭
8
ヨ
。
碧
く
隔
絶
馴

b⊃

@
ゲ
ω
O
O
．

　
　
『
か
つ
て
メ
ン
ド
ー
サ
に
随
行
し
て
、
一
五
六
九
年
当
時
ラ
・
プ
ラ
ー
タ

地
方
に
お
け
る
生
存
在
住
君
達
に
関
す
る
報
告
』
　
（
七
七
名
）
、
　
．
、
国
①
｝
甲

鼠
g
紆
貯
。
。
℃
・
誘
。
霧
ω
留
①
三
聖
霧
霞
魚
蒙
。
9
5
鎧
伊
酔
ρ
ρ
琴

貯
§
昌
8
・
o
呂
u
護
。
島
①
レ
自
。
匿
・
鎚
，
ま
曾
．
噸
u
田
》
ξ
8
還

H
×
も
や
G
。
。
。
令
。
。
。
。
9

　
　
コ
五
七
三
年
六
月
一
五
日
以
来
軍
旗
宣
誓
下
に
武
装
せ
る
チ
リ
ー
渡
航
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許
可
取
得
者
に
関
す
る
報
告
』
　
（
四
九
名
判
賜
）
、
　
．
、
男
①
ド
9
ひ
揖
山
①
ぽ
ω

丁
丁
。
轟
ω
ρ
ρ
巳
窪
。
§
ω
騒
げ
窪
貧
ω
Φ
岱
巴
。
蓉
窪
。
ぴ
膨
目
ρ
腿
ω
鴛
ρ

。
三
士
舘
図
南
。
ω
Ω
。
げ
錠
。
α
。
げ
㊤
滋
①
養
9
巴
Φ
ρ
三
ヨ
。
α
。
一
¢
駄
。
良
。

一
昭
Q
。
籔
。
ω
、
”
層
さ
ミ
●

　　

w一

ﾜ
七
九
年
ビ
リ
ャ
ビ
セ
ソ
シ
オ
将
軍
雪
下
の
船
隊
で
ペ
ル
ー
に
渡
航

せ
る
聖
職
者
の
名
簿
』
　
（
六
一
名
）
、
　
、
．
ぴ
冨
け
p
伽
Φ
貯
ω
℃
Φ
誘
o
p
㊤
ω
o
。
、

奮
蕩
ぎ
霧
ρ
器
即
自
窪
ρ
一
国
急
。
昌
鉱
質
§
巴
9
α
巴
○
。
昌
①
琶

u
。
質
b
δ
貧
琶
。
白
ひ
畠
¢
＜
諺
語
一
8
p
g
◎
し
零
曾
．
獄
轡
ミ
‘
唱
・
。
。
り
？
お
ρ

　
　
『
一
五
九
二
年
総
督
兼
軍
司
令
官
に
随
行
、
ヌ
エ
バ
・
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
お

よ
び
タ
マ
ナ
地
方
に
赴
い
た
渡
航
者
に
関
す
る
調
書
と
特
許
』
　
（
授
与
特
許

数
二
〇
五
、
独
身
者
一
五
一
名
四
九
夫
妻
一
子
供
同
伴
者
も
含
む
一
聖
職
者

匿
名
）
、
　
、
、
H
誌
。
巴
日
勲
9
0
昌
①
。
。
団
翻
8
詳
。
一
霧
臨
①
喝
霧
ρ
器
目
。
ω
葭
8
p
o
一
霧

頸
g
Φ
暮
暮
p
。
。
唱
。
畦
中
妻
鼠
ω
8
島
Φ
＜
乙
Φ
ω
8
p
9
鐘
Φ
暮
・
良
巴
p
ω
箕
9

く
貯
。
冨
ω
q
①
瓢
器
奉
｝
巳
巴
¢
。
一
ρ
団
9
ヨ
き
鈴
自
①
蜀
ω
ρ
器
h
器
や
。
目

Ω
。
g
匿
践
8
《
9
葺
貯
○
①
ロ
Φ
邑
－
窃
8
、
、
獄
い
ミ
‘
竈
誌
O
窄
お
α
．

　
　
『
セ
ビ
リ
ャ
公
証
人
古
記
録
ー
ア
メ
リ
カ
関
係
資
料
目
録
』
　
　
、
δ
鉢
苧

ざ
σ
q
。
仙
①
ざ
ω
司
。
巳
8
》
ヨ
①
ユ
・
露
○
。
・
畠
巴
≧
。
ぼ
く
。
畠
¢
淳
。
鈴
。
8
ざ
。
，

伽
①
o
D
①
〈
鰹
帥
、
．
》
］
）
H
国
〉
日
ご
睦
。
ヨ
○
ω
×
－
区
H
＜
（
第
一
〇
、
｝
一
、
一
四
巻

に
は
各
々
七
〇
、
㎜
〇
一
、
四
二
喜
例
が
み
ら
れ
る
。
）
で
あ
る
。

　
因
み
に
、
個
々
の
支
払
請
求
、
乗
船
契
約
に
関
す
る
典
型
的
具
体
例
を
挙

げ
れ
ば
、
、
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
」
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
「
農
夫
モ
リ
…
ナ
は
エ
ス
パ
ニ
g
ラ
勝
ま
で
の
船
賃
、
食
費
と
し
て
サ
ソ

・
ペ
ド
ロ
号
船
長
、
ロ
ペ
ス
に
八
金
カ
ス
テ
リ
ャ
ノ
ス
を
支
払
う
べ
き
こ
と
」

際
げ
3
．
琶
薮
。
§
ご
〉
ω
巨
。
“
匠
。
§
α
㊦
冒
。
警
ρ
喜
邑
。
目
”

ω
①
。
爵
α
q
ρ
9
窟
σ
q
錠
斜
牢
窓
。
一
ω
。
。
冒
℃
。
N
B
峯
。
。
。
茸
①
塾
巴
ρ
塗
。
ω
窪

国
甑
ρ
。
昌
。
8
ω
け
亀
き
。
。
。
9
。
㎏
。
唱
。
円
舜
N
曾
α
巴
嚇
ω
㊤
一
①
嘱
§
。
亭

冨
巳
自
①
暮
。
象
塞
く
亙
・
即
｝
騨
田
鵠
凱
g
ρ
●
（
℃
．
竃
）

　
　
　
「
マ
ド
リ
ッ
ド
商
人
ア
ル
バ
ロ
の
貴
男
四
番
い
、
酒
袋
八
個
、
寝
台
．
一
個
、

敷
布
団
二
枚
、
毛
布
二
枚
㍉
敷
布
二
枚
、
枕
二
個
、
衣
類
葛
籠
三
個
半
、
旅

行
者
と
し
て
契
約
者
自
身
、
そ
の
妻
、
子
供
二
名
、
召
使
一
名
を
エ
ス
パ
ニ

コ
ラ
島
サ
ソ
ト
・
ド
・
モ
ン
ゴ
港
ま
で
運
ぶ
た
め
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・

モ
ソ
テ
マ
ヨ
ー
ル
号
船
長
二
ー
ニ
ョ
と
同
ア
ル
バ
ロ
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た

傭
船
契
約
」
い
一
訂
。
号
一
．
籔
p
嵩
O
。
。
”
諺
。
・
§
8
”
O
。
暮
冨
8
α
o
ゆ
簿
㌘

罠
。
暮
o
o
算
お
司
同
窪
9
ω
8
ズ
一
局
p
8
器
。
・
跨
。
畠
。
㌶
三
巴
ω
窪
汁
ρ
ピ
甲

肖
ご
9
窯
○
暮
①
巴
塁
◎
お
《
と
ぐ
伊
目
。
自
。
窯
巴
ユ
9
ヨ
母
。
巴
g
℃
舘
騨
呈
①

ゆ
ω
8
。
鵯
α
Q
器
魯
①
夢
8
暮
目
○
白
巳
。
。
。
巷
鴛
ε
蝕
。
。
。
”
○
筈
。
。
器
3
。
。

膨
舜
三
p
ρ
毒
麟
＄
ヨ
ρ
畠
8
。
。
ぎ
ぎ
器
。
。
讐
α
。
。
・
ヨ
撃
鍵
。
。
M
α
。
ω
怨
げ
㍗

欝
。
・
』
。
ω
巴
§
訂
雪
ω
、
ぎ
ω
ぎ
。
・
雪
暮
畠
δ
畠
。
．
き
℃
斜
毫
。
§
。
℃
㌣

。。

ﾏ
蒼
○
。
。
艮
鷲
。
営
0
8
口
碕
帥
畠
艮
ρ
讐
。
。
。
も
8
ρ
畠
。
。
・
ぼ
」
。
。
。
団
舞
臼
。
N
p

挫
＆
。
。
ぎ
8
詳
畠
。
ω
葺
δ
騨
一
陰
。
冨
。
g
ω
窪
ざ
u
。
巳
護
0
2
蜀
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一
ω
訂
国
巷
鐵
。
訂
（
唱
」
R
）

の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
さ
て
、
当
主
題
そ
の
も
の
に
関
す
る
特
殊
編
纂
史
料
と
し
て
、
ま
ず
、
い
・

口
β
ぼ
。
団
寓
。
器
p
o
の
『
方
法
論
的
渡
航
者
目
録
』
は
、
考
証
期
間
を
「
一

四
九
二
一
一
五
九
二
年
」
と
題
す
る
も
の
の
、
実
は
前
記
の
「
西
印
度
綜
合

文
雷
館
」
に
属
す
る
古
資
料
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
渡
就
者
調
査
特
許
台

帳
』
H
口
囲
o
H
日
長
δ
轟
①
ω
団
雛
o
o
づ
。
狂
ω
良
⑦
℃
霧
a
霞
。
ω
に
基
き
、
一
五
三
四

一
一
五
七
五
年
に
お
け
る
特
許
事
例
一
、
〇
一
八
を
抽
出
、
そ
れ
ら
に
統
計

操
作
を
加
え
、
二
色
者
各
自
の
ω
出
身
地
、
②
渡
航
目
的
地
、
㈲
法
的
身
分

（
聖
職
者
、
俗
人
の
別
、
既
婚
未
婚
の
別
）
、
　
ω
社
会
身
分
（
職
業
、
役
職
、

貴
賎
の
洌
）
を
綜
合
的
に
表
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
便
宜
上
、
当

該
四
一
年
間
の
各
年
褻
り
特
許
発
見
数
に
段
階
区
分
を
与
え
れ
ば
、
記
録
皆

無
年
度
数
一
二
、
二
一
二
〇
件
一
七
年
、
二
一
一
五
〇
件
一
〇
年
、
五
一
件

以
上
最
高
九
六
件
二
年
を
示
し
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
限
ら
れ
た
考
証
移
民

数
か
ら
、
こ
の
『
方
法
論
的
渡
航
者
目
録
』
の
実
際
的
価
値
は
、
実
証
的
先

駆
作
と
し
て
の
意
義
は
さ
て
お
き
、
移
住
活
動
の
片
鱗
を
提
示
す
る
に
と
ど

ま
る
。

　
次
に
、
時
の
西
印
度
綜
合
文
書
館
館
長
O
・
切
霞
日
郎
α
①
N
勺
蜀
3
が
同
館

員
達
の
協
力
を
え
て
、
一
九
三
〇
一
四
〇
年
代
に
編
纂
公
刊
し
た
『
渡
航
者

目
録
』
　
（
全
三
巻
）
は
、
収
録
移
民
数
に
お
い
て
も
、
そ
の
組
織
性
に
お
い

て
も
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
資
料
集
で
あ
り
、
第
一
巻
（
一
五
〇
九
－
三

四
年
）
で
三
、
九
一
四
例
、
第
二
巻
（
一
五
三
五
一
三
八
年
）
五
、
六
二
〇

例
、
第
三
巻
（
一
五
三
九
…
五
九
年
）
四
、
五
四
〇
例
を
網
羅
、
体
系
的
に

引
詑
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
こ
こ
に
挙
げ
る
引
証
具
体
例
、

　
「
靴
屋
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
デ
ィ
エ
ゴ
と
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
の
子
。
セ
ビ
リ
ャ

出
身
。
　
そ
の
妻
マ
リ
ア
、
　
子
供
ア
ン
ナ
お
よ
び
エ
ル
ナ
ソ
ド
と
共
に
ヌ
エ

バ
　
・
エ
ス
パ
ニ
ャ
へ
。
　
一
五
一
七
年
四
月
二
七
日
」
　
b
。
留
O
・
9
冨
ま
び
鶏

扇
¢
讐
陣
⇔
鳥
①
N
”
鎚
℃
廻
国
P
げ
一
回
9
U
δ
σ
q
o
閃
①
馬
跳
昌
α
Φ
N
団
鳥
。
司
障
ロ
9
－

ω
o
ρ
閃
曾
繊
雲
o
N
い
舞
宕
陽
明
畠
①
ω
¢
〈
田
P
8
コ
霊
ヨ
ε
Φ
が
冒
ρ
瓜
餌
司
①
7

蝕
巳
Φ
N
団
。
魯
跨
嵩
斜
至
誠
要
素
9
P
。
。
口
ω
財
こ
○
ω
辱
騨
署
g
奉
国
。
。
℃
籔
㌣

bo
?
》
σ
ユ
一
．

　
「
コ
ル
ド
バ
市
民
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
コ
ル
ド
バ
と
カ
タ
リ
ナ
・
ロ
ペ
ス

の
子
、
ア
ロ
ソ
ソ
・
ロ
ペ
ス
。
サ
ソ
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
へ
。
そ
の
妻
テ
レ
サ
、

そ
の
子
、
　
エ
ル
ビ
ー
ラ
、
　
マ
リ
ア
、
　
カ
タ
リ
ー
ナ
、
　
レ
オ
ノ
ー
ル
お
よ

び
彼
の
母
カ
タ
リ
ー
ナ
と
共
に
渡
行
。
　
一
五
二
八
年
五
月
二
四
日
」
　
ω
置
。
。
・

｝
ざ
器
o
U
ひ
℃
①
N
い
置
輔
0
9
U
一
〇
σ
q
o
α
①
O
ひ
巳
。
げ
麟
団
α
①
O
暮
巴
草
9

り
ひ
℃
Φ
N
”
〈
o
o
貯
。
。
。
創
o
O
ひ
巳
。
び
ρ
餌
ω
p
暮
o
U
o
白
熱
α
頃
。
・
剛
霧
霞
o
p
o
o
旨

↓
賃
。
。
。
粘
滑
ひ
需
N
噂
。
。
q
旨
ε
①
お
井
口
7
膣
ρ
い
ひ
も
①
N
団
竃
鴛
冨
団
O
帥
伴
巴
ヨ
＠

図
い
8
8
び
。
。
ロ
ω
三
一
〇
。
。
り
図
○
㊤
梓
巴
汐
p
い
ε
①
N
」
留
月
塞
器
量
心
冒
超
ρ
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か
ら
も
窺
え
る
ご
と
く
、
移
住
希
望
者
各
自
、
両
親
、
同
伴
者
の
姓
名
、

出
身
地
、
渡
航
目
的
地
、
渡
航
（
許
す
）
期
日
、
時
に
は
職
業
等
が
明
示
さ

れ
て
い
て
、
こ
の
『
渡
航
者
目
録
』
の
素
材
的
意
義
、
そ
の
貢
献
度
は
、

『
方
法
論
的
目
録
』
と
は
比
較
に
な
ら
ず
、
ま
さ
に
絶
大
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
拘
ら
ず
、
こ
の
『
目
録
』
に
す
ら
資
料
的
完
全
さ
は
期
待
し
が
た
く
、
収

録
年
次
に
関
す
る
記
録
漏
れ
、
混
乱
、
．
紛
失
の
大
な
る
可
能
性
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
当
該
五
一
年
間
中
、
記
録
欠
如
年
度
数
は
多
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
デ
イ
せ

　
次
に
、
℃
簿
区
切
。
団
争
b
ご
。
≦
日
き
の
『
地
理
人
名
目
録
』
で
あ
る
が
、
実

は
彼
が
一
九
六
七
年
に
発
表
し
た
論
文
の
脚
注
に
よ
れ
ば
、
第
二
巻
（
一
五

二
〇
1
三
九
年
目
、
第
三
巻
（
一
五
四
〇
一
五
九
年
）
（
合
計
二
二
、
五
三
八

名
）
の
出
版
準
備
は
す
で
に
完
了
し
て
お
り
、
第
四
一
五
巻
に
収
録
さ
れ
よ

う
渡
航
者
達
を
舶
え
て
、
一
六
世
紀
全
期
の
移
住
者
総
計
は
四
五
、
○
○
○
人

に
達
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
が
、
現
在
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
第
一
巻
（
一

四
九
二
一
一
五
一
九
年
）
の
公
刊
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の

　
　
カ
タ
ロ
グ

ニ
『
目
録
』
が
『
西
印
度
綜
合
文
書
』
に
全
面
的
に
依
拠
す
る
の
に
対
し
て
、

こ
の
ス
ペ
イ
ン
本
国
側
史
料
に
、
鋭
意
探
索
、
渉
猟
レ
た
植
民
地
側
史
料
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ロ
グ

加
え
て
、
全
巻
完
成
の
あ
か
つ
き
に
は
、
　
『
目
録
』
を
補
っ
て
、
望
み
う
る

も
っ
と
も
詳
細
、
綿
密
、
組
織
的
な
移
住
関
係
資
料
た
り
う
る
の
が
、
こ
の

　
　
　
　
　
イ
ソ
デ
イ
セ

『
地
理
人
名
目
録
』
で
あ
ろ
う
と
予
断
し
て
大
過
あ
る
ま
い
。

　
か
か
る
編
纂
史
料
集
が
当
主
題
の
研
究
者
に
与
え
る
便
宜
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
収
録
住
者
数
が
著
し
く
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
別
種
新
史
料
の
発
見
、

そ
れ
に
よ
る
史
料
的
不
完
全
部
分
の
補
填
が
切
望
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
『
西

印
度
綜
合
文
書
』
の
続
刊
す
ら
絶
え
て
久
し
い
現
状
で
は
、
植
適
地
側
史
料

な
い
し
植
民
各
地
に
関
す
る
特
殊
資
料
の
補
完
的
役
割
が
特
に
強
調
さ
れ
る
。

　
そ
れ
で
、
植
民
地
領
域
各
地
に
関
し
て
参
照
す
べ
き
基
礎
的
資
料
と
し
て

重
要
な
の
は

　
司
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琴
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①
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光
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℃
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①
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鱒
○
げ
①
詳
け
Φ
〈
慈
δ
が
匿
。
σ
q
冨
臨
一
真
伍
。
。
8
ρ
巳
ω
げ
巴
。
話
ω
店
①
一
ρ
卜
悟

σQ

助
?
冒
㊤
窪
魚
段
α
Q
δ
×
＜
押
歯
騨
創
艮
9
一
〇
ω
ω
”
な
ど
で
あ
る
。

　
ま
ず
メ
キ
シ
コ
に
関
す
る
司
．
》
・
儒
①
H
o
震
9
の
『
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ニ

ャ
征
服
・
入
植
者
自
叙
辞
典
』
は
、
そ
の
副
題
が
示
す
ご
と
く
峡
谷
侯
コ
ル

テ
ス
、
司
令
官
ナ
ル
バ
エ
入
等
と
共
に
、
ま
た
そ
の
後
に
当
ヌ
エ
パ
・
エ
ス

パ
ニ
ャ
に
渡
来
し
、
当
地
の
発
見
・
占
領
・
征
服
に
参
加
せ
る
者
、
当
ヌ
エ

バ
・
エ
ス
パ
ニ
ャ
征
服
・
入
植
者
の
妻
子
、
当
メ
キ
シ
コ
市
お
よ
び
ヌ
エ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
バ
ル
テ
イ
ミ
エ
ソ
ト

・
エ
ス
パ
ニ
ャ
の
諸
都
市
、
諸
矢
の
住
民
中
、
所
領
配
分
関
係
事
項
で
副
王

閣
下
宛
て
請
願
陳
情
書
を
提
出
せ
る
者
達
に
関
す
る
報
告
』
　
．
．
口
。
醇
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δ
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畠
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箪
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①
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①
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①
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＄
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勺
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⇒
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什
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⑦
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ぴ
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①
。
，
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器
9
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。
・
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薮
p
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①
o
ヰ
霧
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①
誘
○
富
。
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ρ
g
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磐
α
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試
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δ
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．
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⑦
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O
艮
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Φ
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少
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償
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目
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ω
①
凱
O
二
9
圏
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ω
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ω
一
営
ρ
ω
O
σ
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Φ
一
〇
　
汁
O
O
騨
昌
け
¢

旦
匿
①
嚇
ぽ
巨
聴
簿
○
σ
q
o
琴
丁
丁
α
①
。
・
＄
註
¢
昌
碧
二
一
ぎ
N
一
8
ω
α
Φ
ω
搭

。
貯
畠
帥
山
α
Φ
筈
ゆ
溢
o
P
o
o
ヨ
。
α
①
○
茸
霧
。
冒
鳥
騨
Ω
Φ
ω
¢
く
艶
p
ω
畠
。
ω
け
ρ

紙
質
Φ
び
ρ
図
工
p
冨
…
　
で
、
各
項
目
に
つ
い
て
の
寵
載
漏
れ
、
報
告
漏
れ
は

相
当
多
い
も
の
の
、
一
六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
現
地
在
住
者
達
の
居
住
地
、

本
国
出
身
地
、
到
着
時
、
従
軍
時
の
地
位
・
役
職
、
既
婚
未
婚
の
別
、
家
族

数
、
当
時
の
経
済
状
態
等
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
『
自
叙
辞
典
』
を

縞
く
際
、
注
意
す
べ
き
は
、
各
請
願
内
容
か
ら
み
て
、
彼
等
の
ほ
と
ん
ど
が

生
活
困
窮
者
で
あ
り
欝
裕
な
家
族
が
こ
の
『
報
告
』
に
は
収
録
さ
れ
て
お
ら

ず
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
た
北
方
副
王
領
置
藩
老
に
関
す
る
部
分
像
の
把

握
に
資
し
て
も
、
全
体
像
の
検
討
に
は
十
分
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
チ
リ
ー
に
関
す
る
日
。
日
9
《
銭
○
撤
α
ρ
の
『
社
会
構
成
と
人
口
調
査
』

は
、
前
記
の
ス
ペ
イ
ン
本
圏
側
編
…
纂
史
料
の
ほ
か
、
　
『
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
大
司
．

教
傾
文
書
』
、
『
死
者
財
産
目
録
』
、
『
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
教
団
文
書
』
等
の
聖
界

文
書
と
共
に
、
　
「
チ
リ
ー
国
立
文
書
館
」
収
蔵
に
な
る
多
数
の
植
民
地
文
書

に
依
拠
し
、
入
植
者
に
関
す
る
記
事
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
嶺
該
四
分

の
一
世
紀
（
一
五
四
〇
1
六
五
年
）
間
に
チ
リ
ー
行
政
府
管
内
一
一
五
六

三
年
ま
で
同
行
政
府
管
轄
下
に
あ
た
っ
た
ト
ゥ
ク
ア
ン
、
一
世
紀
後
に
分
離

さ
れ
た
ク
ー
ヨ
両
地
方
を
含
む
一
（
の
来
着
者
、
出
生
児
を
父
姓
に
従
っ

て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列
、
各
自
の
「
年
齢
、
生
れ
故
郷
、
両
親
、
家

柄
、
身
分
、
職
業
、
肉
体
的
道
徳
的
資
質
・
欠
陥
、
居
住
地
、
未
婚
既
婚
の

別
、
疾
病
、
死
亡
理
由
等
、
チ
リ
ー
の
社
会
的
基
礎
を
構
成
す
る
諸
要
素
に

つ
い
て
も
っ
と
も
正
確
な
概
念
を
打
出
す
の
に
役
立
つ
す
べ
て
」
　
（
序
文
）

を
、
各
事
項
に
関
し
て
判
明
す
る
限
り
、
明
示
す
る
意
図
で
編
纂
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
関
す
る
菊
・
畠
¢
い
茎
蜂
暮
。
皇
嗣
げ
ρ
ご
μ
の
『
ラ
・
プ
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ラ
ー
タ
地
方
の
征
服
者
達
』
は
、
一
六
世
紀
、
特
に
四
総
督
ー
メ
ン
ド
ー

サ
、
ヌ
ニ
ェ
ス
、
オ
ル
テ
ィ
ス
、
マ
ラ
ニ
コ
ー
ナ
ー
統
治
期
に
渡
来
し
た

入
植
者
に
関
す
る
伝
記
辞
典
型
式
の
目
録
で
あ
り
、
そ
の
性
格
を
規
定
し
て
、

「
あ
る
も
の
は
未
刊
行
の
、
ス
ペ
イ
ン
本
国
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
領
ア
メ
リ
カ

の
古
文
書
か
ら
抽
出
し
た
史
料
に
つ
い
て
の
忍
耐
強
く
厄
介
な
研
究
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
独
創
的
な
労
作
、
直
接
史
料
に
基
く
個
人
研
究
業
績
」
（
序
論
）

と
言
う
も
の
の
、
個
々
の
出
典
は
、
遺
憾
な
が
ら
、
具
体
的
に
胴
示
さ
れ
て

い
な
い
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
資
料
集
か
ら
例
え
ば
、
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サ
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オ
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テ
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指
揮
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探
険
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員
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し
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兵
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あ
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の
ご
と
き
具
体
的
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
各
入
植
者
の
年
令
、
出
身
地
、

職
業
、
外
見
的
特
徴
等
が
明
瞭
に
判
明
す
る
（
出
身
県
判
明
者
数
一
、
七
〇

八
名
）
。

こ
れ
ら
以
外
の
植
民
地
関
係
資
料
は
、
内
容
性
格
的
に
、
以
上
略
述
し
た
資

料
集
と
大
同
小
異
で
あ
る
上
に
、
収
録
さ
れ
て
い
る
移
住
者
数
も
少
く
、
副

次
・
補
完
的
意
義
を
持
つ
に
と
ど
ま
る
。

　
な
お
、
こ
の
新
世
界
移
住
活
動
に
関
す
る
上
述
の
諸
訳
科
に
依
拠
し
て
展

開
さ
れ
た
現
代
研
究
文
献
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
論
稿
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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